
第 巻 第 号

年 月

立 命 館 大 学 経 済 学 会

論 説
シュモラーとヴェー

ヘーゲルとマルク
バー
スか

ケインズの挑戦の史的展
ケインズはいかに

「穢多狩」について
用語としての再検

戦後ドイツの社会変
高度成長下におけ

して

討

動
る労

にお
らみ

開
正統

働協

内 容

ける社会科学・経済
た差異

学

派の見解に挑んだのか

約と労働世界の変容

の方
角

松

畑

山

法
田 修 一

川 周 二

中 敏 之

井 敏 章
レギュラシオン・ア

社会主義 市場経

立命館大学におけ

プロ
済論

る英

ーチ
と

語学

翻 訳
王樹槐「上海電力産

上海・閘北水電廠
業史
の民
の研
営化

と「市民社会論」
「市民社会」（続）

習の動機 男女差はあるの

究」（ ・完）
をめぐる抗争

芦

か。

年

田 文 夫

年度博士課程前
学位論文審査報告
金 向東『国境を

期課

越え

程

る地
延辺地域

李 輝『地域の
寧

田但馬『過疎自
平 剛『政府の

視点
省に

治体
支出

と北

から
おけ

財政
行動

（修士）論文名一覧

域協力の現状

星
金

朝鮮の経済関係を中心に

見た現代中国の労働
る労働市場形成過程

の研究 「小さくても

に関する実証研究

市
』
輝く

』
場分

」ため
沖縄問

野 多佳子
丸 裕 一

析

の条件 』
題の経済分析 』



論 説

戦後の台湾に
斜陽産業の一

お
例と

立

ける石炭
して

命 館 経 済

業 年

学

年

第 巻・第 号

陳 慈 玉

医療費の効率
パネルデ

最近のロシア

地域再生と内
水俣再生

化
ータ

の

発
の手

分析によ

マルクス

的発展
がかりを

る国際比較

論争によせて（

求めて

）

発

山 本
宮 下

小檜山

前 田

信

政

喜久

一
洋

克

子

行者 立命館大学経済学会

甲賀光秀教授
論 説
個人と法人へ

個人への
超短期モデル

退

の
死亡
と

「マルクス派最適

立

任記念論

異なる譲
時課税と
予測精度

成長論」

命 館 経 済 学
甲賀光秀教授退
文集の刊行にあ

渡所得税課税と
法人への含み益利

任
たっ

中立
子税

第 巻・第

記念論文
て

性

の到達点と課題

号

集
平 田

青 野
稲 田

純

勝
義

一

広
久

大 西
金 江

広
亮

経済理論
持続的経済理
戦後日本の利

基本定理に

国際競争下で
デンマークと

の体
論
潤

と

の
日

氏の
系化に向
のための
率格差

ってどの
誌の

賃金主導
本の経済

古典派価値論の
スミス，リカ

比較検討
ード，マ

『組織の限界』に
けて
基本的視角

ような意義をも
論争をめぐって
型成長の可能性
循環構造の比較

つ

ちう

分析

いて

はマルク
るのか

ルクス，スラッファー

北 野
酒 井
佐 藤

スの

佐 藤
中 谷
本 田

正
凌
真

良

一
三
人

一
武
豊

福 田 進 治

日本と韓国の

社会主義 市
山田勝次郎氏
第 次税源移

シミュレ

負債効果を考
中国型多国籍

生

場
の
譲
ーシ

慮
企

産性上昇

経済論と
「虚偽の
と つの
ョンによ

した長期
業モデル

翻 訳
ケインズの「覚え書き」

率の国際比較

「市民社会」
社会的価値」論
オプション
る比較分析

の有効需要につ
の検証

批判

いて

を読む

李
泉
梁
芦 田
杉 野

内 山
小栗栖
大 野
方

弘

文
圀

裕

潔
志
玉
夫
明

昭
生
隆
帆

経済者委
甲賀光秀経済

年度 経
第 巻総目次

員会
学
済
（

への提出
部教授
学会研究

年度

メモ「今日の経済
略歴・主要著作
会一覧
）

問題
目録
」

発

松 川

行者 立命館

周

大学

二

経済学会


